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役 78名、 23--総裁の女性 79名である。被験;者のろ:織の
耳:珠、大転子点、大E遺骨の外側上級点、外来、媛、第5中
足脅骨頭上部にマーカーを貼付し、長さ約 7mの歩行路を
3 j遺りの歩行速度(欝逸、速い、避しすで歩行してもらっ
た。これを被験者側部からどデオ機影し、各マーカーの二
次元的な逮勤をクイックマグ(応、用計草野社製)を使用して
数{耐とした。これらのデータからl歩行潟;M(在滋接地か
ら次のft綴接地まで)における体幹、大路、下m号、 JEの地
砲に対する絶対角度の変化と、校関節、銭関節、定問僚に
おける関節角の変化を求め、それらのピーク鎚とその務行
l潟j坊におけるタイミングを求めた。このタイミングは、
接行1照j認で徐して基準化した。
{絡会楽]加齢とともにさ長行ゅの体幹の前{演が大きくなり、
投勝簡の{中農が小さくなる館内がみられ、また、歩総の減
少が認められた。遊縛1tJjにおいて、加齢とともに綾綴節の
最大JautJ伎における校関節の伶獲が大きくなり、 一方、銭
関僚の最大件緩俊における股関節の総ulば/j¥さくなってい
く館内がとくに男性において顕著であった。また、名関節
におけるJITitlfJと{中震の角度のピー ク{磁のタイミングは加終
によって余り変化しないことが認められた。すなわち、歩
行姿勢は加鈴とともに体幹が能額し、中総額向となり、関
節可動域が狭くなっていくが、下肢の巡製1の灘起はあまり
変化しないということであるロ
{総括}加齢とともにさ長鱗が減少するという綴[êïJは、大lli~
の熊カへの擦り出しが小さくなり、さらに投開館が絞大に
鐙出したときに膝関節があまり伸緩せずに足が前iこtHない
というのが主な!京協である。このことと各関郊の露出と仲
授の角度の各ピーク儀のタイミングが余り変化しなかった
ことから、 JU密告による歩行の変化は神経系の老化によるも
のでなく務カと筋締役の低下によるものであることが示唆
される。
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